






























手工芸品（Rattan Handicraft：以下 RH）生産がある。RH 生産は特にシェムリアップ州で盛ん














ついて調査を行った。アレクスヴァイ村では、NGO が RH 生産者の支援を行っていたことか



















て RH 生産が奨励され、積極的な生産活動が開始された。世界自然保護基金（World Wildlife 
Fund：以下 WWF、2010）によれば、他の東南アジア諸国と比較するとカンボジアのラタン関
連取引額は少なく、2008年は22万6千米ドルに留まっている。しかし、主にヨーロッパの国々


















では北中央海岸地域だけで 4 千人の雇用を創出し、年間約 1.6 百万米ドルの利益をもたらした。
そして、ベトナム国内では 5 千人が輸出用のラタン製もしくは竹製の手工芸品生産に携わっ
ていると推計される。輸入国のデータに基づいた輸入総額は 2008 年で 68.6 百万米ドル、うち
65% が家具、バスケット製品が 34% であった。国際的なラタンバスケットの輸出状況を見る




については、ベトナム国内には 30 種のラタンが生育し、そのラタン林の面積は約 382ha であ
る。そのうち手工芸品産業に用いられる経済的価値があるのは 10 種類であり、年間に収穫可
能な量は約 3 万 7 千トンであると推計されている。ベトナムに対する実際のラタン製品の需要
は 7 万トンであるため、不足している 3 万 3 千トンは他国から、輸入をしていることとなる。
主なラタン材の輸入先はラオスであるが、それに続くのはカンボジアである。2006 年と 2007












い。調査期間は 2016 年 12 月 21 日と 22 日の 2 日間である。事前に村長に行なったインタビュー
では、アダーの支援状況が把握しきれなかったこと、筆者が直接生産者から話を聞くことに重
点を置いたこと、また時間的な制約もあり、アダーに雇用されていた生産者、支援を受けてい
た生産者、関わりのなかった生産者を数名ずつ村長に選んでもらい、9 世帯 10 名を対象にイ
ンタビュー調査を行った。アレクスヴァイ村では全世帯が RH 生産の技術を有しているが、生






























表 1 に回答者の基本情報をまとめた。アレクスヴァイ村でアダーにより RH 生産技術の講師
として雇用されていた人数は 2 名、その技術トレーニングを受けていた生産者の人数は約 40
名である。しかし、RH 生産者数は固定的ではないため、村長も講師も精確な数を把握してお
らず、RH 生産を行いつつも支援を受けなかった生産者の数は不明である。本調査では村内の
当時の生産世帯 30 世帯のうち、9 世帯 10 名を対象に調査を行なった。回答者は全て女性で、
村内の生産者のほとんどは女性である。回答者の S7 と NS8 は同一世帯であるが、支援を受け
ていた状況は別々であった為、2 名に対して調査を行なった。回答者の平均年齢は 50.3 歳、最






供や孫と生活をしている。回答者の 4 名は識字能力があるが、6 名はない。そのうち、就学経
験があるのは 2 名のみであり、いずれも小学校までしか通っていない。世帯人数の平均は 4.5
人であり、最少が 2 人、最多が 9 人である。9 人の世帯は高齢の女性 2 名とその孫、ひ孫にあ




ID 性別 年齢 婚姻状況 世帯人数 識字能力 就学経験
T1 女性 61 歳 死別 3 人 有 無
T2 女性 56 歳 既婚 4 人 無 無
S3 女性 55 歳 死別 2 人 有 無
S4 女性 30 歳 既婚 4 人 無 無
S5 女性 42 歳 既婚 4 人 無 無
S6 女性 35 歳 既婚 5 人 有 小学校
S7 女性 48 歳 死別 9 人 有 小学校
NS8 女性 75 歳 死別 9 人 無 無
NS9 女性 53 歳 死別 4 人 無 無
NS10 女性 48 歳 既婚 5 人 無 無
注 1）回答者 S7 と NS8 は同一世帯である。






ID 支援の有無 支援機関 支援内容 支援期間
T1 有（講師） アダー 資材、道具の供給 ２０１２−１５年
T2 有（講師） アダー 資材、道具の供給 ２０１３−１４年
S3 有 アダー トレーニング、資材、道具の提供 不明
S4 有 アダー トレーニング、資材、道具の提供 不明
S5 有 アダー トレーニング、資材、道具の提供 不明














く、RH 生産による所得のみである。また、3 名の回答者が先述した 2 名の回答者によりスキ
ルトレーニングを受けていた。回答者はいずれもトレーニング期間を正確に覚えてはいなかっ
たが、トレーニングには約 2 ヶ月から 3 ヶ月間通っていたと回答した。トレーニングは午前 7











サポート前 サポート後 サポート前 サポート後 サポート前 サポート後
T1 オーダーによる オーダーによる 5 5 50 50
T2 オーダーによる オーダーによる 5 5 46 46
S3 2 オーダーによる 0.25 5 0.25 30
S4 1 オーダーによる 0.5 1.25 1 5
S5 1 5 0.25 1.25 1.25 6
S6 1 3 2.5 無※ 1 無※
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S7 オーダーによる オーダーによる 不明 1.125 不明 5
NS8 4 4 1 1 1 1
NS9 オーダーによる オーダーによる 5 5 30 30





3 名が 1 種のみであり、1 名が 2 種のみであった。その 4 名はいずれも支援や取引によって生
産できる種類が増加したことが明らかになった。また、取引価格についてもその 4 名には上昇
が見られた。S3 の回答者は、トレーニング以前は 0.25 ドルの RH しか生産することができな
かったが、トレーニング後は 30 ドルの商品を生産できるようになっている。その他の生産者
に関しても 5 ドル程の取引価格の上昇が見られた。講師であった 2 名にスキルの変化はないた
め価格についてはどちらも変化していないと回答した。現在生産可能な RH の種類については、
サンプルがあればすべてのデザインを注文通りに制作できると回答したのが 7 名である。回答
者のうち 1 名は 3 種類のみ生産するスキルがあるが、現在は RH 生産前の原材料のラタンをナ





た 2 名はスキルが高いため、同一の商品であっても他の回答者と取引価格に 10 ドル以上の差
があり、価格が最も高い商品はそれぞれ 50 ドルと 46 ドルであった。価格が最も高い商品の種
類では 5 つのサイズのセットになって取引されるバスケットとフードカバーがあるが、トレー
ニング提供以前に生産していたのは講師の 2 名と支援を受けていない 2 名のみであった。しか













T1 知らない 仲買人、米国の企業 仲買人 しない
T2 知らない 仲買人、米国の企業 仲買人 しない
S3 知らない 仲買人、米国の企業 仲買人 しない
S4 知らない 仲買人 仲買人 しない
S5 知らない 仲買人 仲買人 しない
S6 知らない 仲買人、米国の企業 仲買人 しない
S7 知らない 仲買人、米国の企業 仲買人 しない
NS8 知らない 仲買人 仲買人 しない
NS9 知らない 仲買人 仲買人 しない














わせて、調達地に向かう。通常、車は午前 2 時に村を出発し、帰村は午後 8 時頃である。1 回
当り 18 時間を要するが、１度に調達できる原材料の量も限られているため週に 1 回〜 2 回行










T1 子 コンポントム州 不定期 3 18 時間
T2 生産者 コンポントム州 雨季の前に 4 日間 3 18 時間
S3 生産者 コンポントム州 週に 1 〜 2 回 3 18 時間
S4 生産者 コンポントム州、村内 不定期 3 18 時間
S5 生産者 村内 毎日 0 0
S6 米国の企業が提供 不明 0 0
S7 生産者 村内 不定期 0 0
NS8 子 村内 不定期 0 0
NS9 生産者 コンポントム州 週に 1 回 3 18 時間
NS10 生産者 コンポントム州 週に 1 回 3 18 時間
出所：筆者調査データより作成（2016）
2-6　生産状況














T1 変化しない 自宅 できる 1­7、11、12 8­10
T2 変化する 自宅 できる 1­7 8­12
S3 変化する 自宅 できない すべて 8­10
S4 変化する 自宅 できない すべて 8­10
S5 変化しない 自宅 できない すべて 3 月以外




S7 変化する 自宅 できない 1­7、11、12 8­10
NS8 変化する 自宅 できない すべて なし
NS9 変化する 自宅 できない すべて 8­10













T1 150 無 3 人 50 無 有（自家消費） していない していない
T2 270 建設業、病院 4 人 67.5 無 有（農作業用） していない していない
S3 100 無 2 人 50 無 有（自家消費） していない していない
S4 150 清掃業 4 人 37.5 無 無 していない していない
S5 190 車の修理 4 人 47.5 無 無 していない していない
S6 230 建設業 5 人 46 無 有（自家消費） していない していない
S7 40 無 9 人 4.4 無 無 していない していない
NS8 40 無 9 人 4.4 無 無 していない していない
NS9 330 運転手、地域保護 4 人 82.5 無 無 していない していない
NS10 200 建設業 5 人 40 無 有（自家消費） している している
出所：筆者調査データより作成（2016）
一月当りの世帯所得の平均は 170 ドルで、最も高い世帯が 330 ドル、最も低い世帯は 40 ド
ルであった。また、世帯所得を世帯人数で割ると、一人当たりの平均は約 43 ドル、最も高い
世帯は 82.5 ドル、最も低い世帯は 4.4 ドルである。最も所得の低い世帯が、最も世帯人数が多
いため一人当りの所得が他に比べて大幅に低い。当該世帯は米作も行ってはいるが、自家消費
用の米も 1 年で 3 ヶ月分程は不足している。また、どの世帯も農業や家畜からの現金所得はな
く、すべて自家消費のみである。そのため、他に職を持たない 4 名の世帯が現金所得を得る手
段は RH 生産のみであり、RH の所得が世帯の生計状況を大きく左右する状態にある。世帯所
得及び RH 生産による所得に満足していると回答した生産者は 1 名のみであり、残りの 9 名の
生産者は世帯所得にも RH 生産による所得にも満足していないと回答した。また、現在の RH
生産の所得を含めた世帯現金所得では十分に生活ができる状態ではないと回答した世帯も複数















T1 していない 有 サポート期間のみ サポート期間のみ
T2 していない 有 はい はい
S3 していない 無 いいえ いいえ
S4 していない 有 はい はい
S5 していない 有 はい はい
S6 していない 有 はい はい






















（ 1 ）回答者のほとんどの世帯において、RH 生産をしているのは回答者自身のみである。
（ 2 ）回答者の平均年齢は 50.3 歳と高く、半数が夫と死別している。
































































マイ県のコミューンであったが、2008 年にハノイ市に合併された。面積は 811ha であり、そ
のうち 476ha を農地面積、54.3ha が産業用地である。また、文化振興用に使用されている土
地は 6ha であるとされている。プーニアコミューンの総世帯数は 2008 年時点で 2,028 世帯、
人口が 9,251 名で、そのうち労働人口は 4,935 名である。
プーニアコミューンラタン組合の副会長であるホアン・ハン氏によると、プーニアコミュー













の建設に利用された。道路舗装は国道 6A 線からは 1,274 メートル、一つの展示場につき 1 億
5 千万ベトナムドン（約 72 万 5 千円、2017 年 3 月 10 日換算）が投資された。その後ガイド付
きのツアー等が増加し、観光客数は 4 年間で 2,300 人から 4,200 人へほぼ倍増した。プーニア
コミューンの総所得は 2001 年の 239 万ドルから 2004 年には 366 万ドルに上昇した。また、年




















は生産者の平均月収が 60 万ドン（約 26 ドル）から 100 万ドン（約 44 ドル）に増加した。
プーニアコミューンでは 25 の企業が RH の取引を行っているが、その企業の一つが Green 
Craft（以下：GC）である。GC は 2006 年、プーニアコミューン出身であり、英国の大学で IT
を専攻したホアン・イエン・ビン氏によって設立された。プーニアコミューン内の企業の多く
は公正な取引や環境保全といった指針を掲げているが、GC はその基準として、世界フェアト
レード機関の 10 の指針 6）を採用した。ベトナムの少数民族と貧困層の雇用を積極的に行い、







































































































初、エコールド・シャンティエ職業訓練所（Chantiers-Ecoles de Formation Professionnnelle：以
下 CEFP）の受け入れ先として設立された。CEFP は、農村に生産所を作り、近隣に住む 18 歳
から 25 歳までの見習いの職人たちを、意欲やスキルのテストを通して採用し、2 ヶ月から 6 ヶ
月の訓練を受けさせている。訓練は完全に無料であり、訓練の間は生活費手当てや、衣服・道
具も提供される。訓練が終了すれば、彼らはアーティザン・アンコールの一員となり、アー
ティザン・アンコールから商品の製作を依頼される。2011 年 8 月時点で、800 人の職人を含め
全体で 1160 人の雇用を創出し、その雇用者数はシェムリアップ州で最大である。アーティザ




ものである。2001 年に設立された当時、その資本金は 50 万ドルであった。しかし、設立当時

























これまでの RH 生産に関する研究では、生産者の経済社会状況が中心となるものや、1 地域
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Possibility of Improving Income for Rural Rattan 
Handicraft Producers
-Comparative Studies of Vietnam and Cambodia-
In this paper, author conducted a field survey on the rattan handicraft 
industry operated in rural villages in Vietnam and Cambodia and examined 
the possibility of contributing to the income improvement of the same 
industry by comparing the two.
At Phu Nghia commune in Vietnam, the rattan handicraft industry 
which was originally a traditional small industry was supported by 
multilateral support, appropriate investment input by government, 
entrepreneurship cooperation, and further organization of producers 
successfully achieved regional industrialization in cooperation with the 
tourism industry, then achieving improvement of the income of the whole 
region.
Meanwhile, in Areak Svay village in Cambodia, income improvement 
was seen as a result of short-term and limited-content support by NGOs. 
However, it turned out that producers were not satisfied with the current 
income. One conclusion derived from both cases is that even small 
village industries may contribute to improving income for producers and 
communities by providing long-term and multifaceted support it suggests.
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